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北海道中川郡幕別町字依田379 ／　0155-56-4706

http://www.maku.or.jp/ ／　e-mail：maeda@maku.or.jp

信頼・自立・貢献を礎に、一人ひとりを大切に、真心のこもったおもてなしで、21世紀に生
きる法人を求め続けます。
１．地域から信頼され愛される法人
２．ご利用者の満足を求める法人
３．人と人とのふれ愛を求める法人
４．生活利便の確信が得られる法人
５．職員とご利用者が夢みる法人

特別養護老人ホーム　（120名） １か所
ショートステイサービス　（６名） １か所
デイサービスセンター　（30名） １か所
訪問入浴サービス　　　　　　　　　１か所
認知症グループホーム　　（８名） １か所
居宅介護支援事業所（支援センター）１か所
無認可保育所　　　　　（10名） １か所

①社会福祉事業 617,165,144円
②公益事業 18,572,702円
③収益事業 円
合計 635,737,846円

112名（非常勤含む）

盧 「生活の場」としての施設環境の改善（個室・ユニット化）
盪 地域に親しまれる施設づくり（地域との協働・貢献・還元事業）
蘯 職員の育つ職場づくり（Ｈ21⇒研修元年としての位置づけ）
盻 高品質な介護サービスの提供（人材確保・育成、処遇改善等）

（「告発型職場環境」から「提案型職場環境」を目指して制度化）
盧 「告発」から「提案」へ。疑問を感じたら“自分ならどうするか”“自分はどうするか”
という思考パターンをつくるのが「職員の創意工夫を応援する要綱（職員提案制度）」発想
の原点である。
盪 すなわち、介護現場が持つ（不満）という形を「提案」に変えることで「トップダウン
（受動型職員）」から「ボトムアップ（能動型職員）」、ひいては法人全体の想い（理念・中長
期計画・事業計画等）につながり、職員全体が逃げることなく、それまでの「脇役」から
「主役」へ、そして“私は”“俺は”どのように法人経営、施設運営に関与できるかの「キッ
カケづくり」を目指しての制度化である。

URL／E-mail

経営理念

住所／TEL

職員の創意工夫を応援する制度（職員提案制度）

社会福祉法人　幕別真幸協会

事業内容
及び定員

収入
（法人全体）
平成20年度決算

従業員数
（法人全体）

当面する経営
課題

発表する取組
みに着手した
理由、背景
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盧 「職員の智恵と意欲を引き出す工夫」「職員を輝かせる仕掛け」「声なき声を拾い上げ、改
革の芽を育て上げる」など、これまで以上に職員と経営者、管理者と職員との距離感を縮め
るなど、「風通しの良い職場環境づくり」に向けての効果、更には「絆」を深めるなどの効
果が出来つつある。
盪 提案制度がスタートして３年５ヶ月、これまで28件（Ｈ18：11件、Ｈ19：８件、Ｈ20：５
件、Ｈ21.8現在：４件）が提案され、このうち約９割以上の提案内容を実現するなど、制度
化される前までの「職場内空気の流れ」が万全とは言えない環境を考えると、順調な滑り出
しであると検証している。
蘯 提案者の決定は「理事長専決事項」とし、採用された提案内容等は直近の理事会・評議員
会に報告するため、役員等の職員に対する理解と評価が高まりつつある。
盻 毎月１回開催の「全体会議（全職員の前）」で、理事長から「表彰状と褒賞金」を受賞、
その後、提案者自らが「提案に至る経緯等」について発表するため、緊張な中にも笑顔、さ
らには、他職員への刺激、自らの研鑽と自信を高めるキッカケづくりとなっている。

発表する取組
みの現時点で
の効果
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